
表 紙

10月１日 現在 前月比

男 7,594人 (－19)

女 7,858人 (－25)

計 15,452人 (－44)

世帯数 5,394戸 (－14)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 24人
転入…… 12人
転出…… 37人
婚姻…… ４組

市の人口と世帯
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ふるさと棚田に笑顔きらり
街中に稲穂の香りが漂う秋、中刈・高橋地区に広がる棚

田では稲刈りの最盛期を迎えていました。中刈地区では棚
田を中心とした地域づくりを行っており、ここで栽培して
いる「雪きらり」は、ふるさと納税返礼品にも選ばれてい
ます。自分たちが作った米が日本各地に発送される喜びを
知ることで地区民に元気が湧きあがり、棚田の景観と地域
の生活を守る取り組みにもつながってきています。棚田と
共に生きる中刈の人々の活力が、きらり輝く笑顔にあふれ
ていました。 （9月29日中刈地区にて)
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市税の内訳

区 分
決 算 額 比 較 増 減

令和元年度 平成30年度 金 額 増減率
市 民 税 6億4,955万円 6億4,443万円 512万円 0.8％
固定資産税 7億9,316万円 7億7,990万円 1,326万円 1.7％
軽自動車税 6,330万円 6,185万円 145万円 2.3％
市たばこ税 1億3,868万円 1億3,869万円 ▲１万円 0.0％
入 湯 税 2,486万円 2,466万円 20万円 0.8％
都市計画税 6,433万円 6,333万円 100万円 1.6％
合 計 17億3,388万円 17億1,286万円 2,102万円 1.2％

特別会計の名称 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計(事業勘定) 23億613万円 20億7,384万円
国民健康保険特別会計(中央診療所) 4億2,711万円 3億6,004万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 2億5,225万円 2億3,407万円
国営村山北部土地改良事業特別会計 247万円 204万円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 7,616万円 6,838万円
介 護 保 険 特 別 会 計 20億6,380万円 20億2,808万円
後期高齢者医療保険特別会計 2億1,009万円 2億174万円

合 計 53億3,801万円 49億6,819万円

基 金 の 名 称 令和元年度末現在高 平成30年度末現在高 前 年 比

積

立

基

金

財政調整基金 8億7,103万円 8億1,450万円 5,653万円
減債基金 1億6,579万円 1億6,577万円 2万円
市民賞基金 1,170万円 1,179万円 ▲ 9万円
庁舎建設基金 4億6,956万円 6億3,451万円 ▲ 1億6,495万円
公共施設整備等基金(Ｈ15.3.31～) 2億2,123万円 2億826万円 1,297万円
交通安全対策基金 2,195万円 2,195万円 0万円
地域福祉基金 2,404万円 2,331万円 73万円
心身障害者(児)福祉基金 311万円 311万円 0万円
スポーツ振興基金 4,421万円 4,603万円 ▲ 182万円
ふるさと尾花沢応援基金 4億8,865万円 4億7,052万円 1,813万円
山岳遭難対策基金 121万円 121万円 0万円
環境整備基金(Ｈ25.10.1～) 599万円 631万円 ▲ 32万円
尾花沢市森林環境譲与税基金(Ｒ1.9.9～) 462万円 0万円 462万円
国民健康保険給付基金 1億1,336万円 1億4,335万円 ▲ 2,999万円
中央診療所医療施設整備基金 170万円 170万円 0万円
介護保険給付基金 1億6,785万円 1億3,659万円 3,126万円

積 立 基 金 合 計 26億1,600万円 26億8,891万円 ▲ 7,291万円

特別会計

基金の現在高 (令和２年３月31日現在)

●自主財源：市が自主的に収入することができるお金
●依存財源：国や県などから交付または割り当てられるお金
●国庫・県支出金：特定の事務事業に対し国や県から交付されるお金
●市 債：公共事業などで多額な資金が必要なときに長期に借り入れるお金
●実質公債費比率：標準財政規模（自治体が通常水準の行政サービスを提供するために

必要となる一般財源の目安となる数値）に対する借入金返済額等の
割合を年度ごとに算出し、３カ年平均を示したもの。

●将来負担比率：標準財政規模に対する、将来にわたって負担しなければならない借
入金返済額等の割合を示したもの。

用語の解説

令和元年度決算が、市議会９
月定例会にて承認されました。
人にやさしくあったかい元気な
尾花沢市の実現に向け効率的な
行財政運営を進めることにより、
一般会計決算における歳入歳出
の差引は、9億8,572万円の黒字
となりました。

収入に対する借金返済の割合
を示す実質公債費比率は、前年
から0.5ポイント減少して6.6ポ
イントに改善。今後も引き続き
後年度負担に配慮した計画的な
事業実施により、健全な財政の
維持に努めます。

財政状況は確実に改善

令和元年度

決算報告
議会費 1億5,160万円
一般会計歳出の内訳(主な事業内容)

議員報酬、議員年金給付費負担金など

総務費 25億7,425万円
ふるさと暮らし応援事業5,709万円、新庁舎建設事業2億996
万円、防災対策費3,265万円

民生費 27億8,686万円
障害福祉サービス費3億7,549万円、子育て支援医療給付事業
5,832万円、子ども・子育て支援給付事業2億4,874万円、保
育所費(保育所運営・特別保育対策事業等)3億8,755万円

衛生費 12億6,100万円
環境衛生事業組合負担金3億5,842万円、浄化槽設置整備事業
費補助金1,447万円、後期高齢者医療費3億1,462万円、感染
症等予防事業2,863万円、健康増進事業2,402万円

労働費 3,199万円
シルバー人材センター運営補助金など

商工費 3億8,264万円
商工振興費(元気おばね商品券発行補助金等)2,345万円、観
光費(徳良湖周辺施設指定管理料､ふるさと交流促進協議会補
助金等)2億2,023万円、企業対策費(企業立地促進奨励金等)
6,578万円

土木費 11億3,747万円
除排雪経費(道路)2億389万円、社会資本整備総合交付金事業
(道路改良・流雪溝等)5,753万円、道路新設改良事業(単独)2
億1,592万円､住宅リフォーム支援事業補助金5,779万円

消防費 5億5,399万円
非常備消防費(消防団経費等)4,242万円、消防施設費(防火水
槽設置・消防ポンプ格納庫新築・小型動力ポンプ購入等)
6,111万円

教育費 11億3,811万円
教育振興費1億2,733万円、学校管理費(施設管理、スクール
バス購入等)3億3,035万円、体育施設費(市体育館の耐震改修
工事等)1億8,804万円

災害復旧費 1億8,976万円

公債費 10億9,630万円
市債の元金・利子償還

一般会計 歳入決算額
歳入合計 129億5,461万円

歳入

一般会計 歳出決算額
歳出合計 119億6,889万円

歳出
(目的別)

市税市税
17億3,388万円17億3,388万円
13.4％13.4％

自自
主主
財財
源源

依依
存存
財財
源源

繰入金繰入金
9億9,811万円9億9,811万円
7.7％7.7％

繰越金繰越金
9億7,312万円9億7,312万円
7.5％7.5％

財産収入・寄附金財産収入・寄附金
4億3,975万円4億3,975万円
3.4％3.4％

分担金及び負担金分担金及び負担金
1億9,613万円1億9,613万円
1.5％1.5％

諸収入諸収入
1億9,296万円1億9,296万円
1.5％1.5％使用料及び手数料使用料及び手数料

6,776万円 0.5％6,776万円 0.5％

地方交付税地方交付税
46億4,787万円46億4,787万円
35.9％35.9％

市債市債
12億9,320万円12億9,320万円
10.0％10.0％

国庫支出金国庫支出金
11億8,066万円11億8,066万円
9.1％9.1％

県支出金県支出金
7億4,033万円7億4,033万円
5.7％5.7％

地方消費税交付金地方消費税交付金
2億9,982万円 2.3％2億9,982万円 2.3％

地方譲与税地方譲与税
1億2,902万円1億2,902万円
1.0％1.0％

自動車取得税交付金・自動車取得税交付金・
その他その他

6,200万円 0.5％6,200万円 0.5％

議会費議会費
1.3％1.3％

総務費総務費
21.5％21.5％

民生費民生費
23.3％23.3％

衛生費衛生費
10.5％10.5％

労働費労働費 0.3％0.3％
農林水産業費農林水産業費

5.5％5.5％

商工費商工費
3.2％3.2％

土木費土木費
9.5％9.5％

消防費消防費
4.6％4.6％

教育費教育費
9.5％9.5％

災害復旧費災害復旧費
1.6％1.6％

公債費公債費
9.2％9.2％

市民１人あたりに市民１人あたりに
使われたお金使われたお金
76万5,225円76万5,225円

不足分は､地方交付税や
国県補助金などで措置

65万4,370円

市民１人あたりが市民１人あたりが
納めた税金納めた税金
11万855円11万855円

令和２年３月31日現在人口
15,641人

A Report on Final Accounts ― 令和元年度 決算報告 ―

（ ）

農林水産業費 6億6,492万円
独立就農総合支援事業497万円、元気な農業支援事業費補助
金1,794万円、多面的機能支払交付金事業2億304万円
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
大
会
な
ど
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
育
成
す

る
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

ド
リ
ー
ム
キ

ッ
ズ
（
主
催
：
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン

ト
発
掘
事
業
実
行
委
員
会
）」
に
、
本
市
か

ら
こ
れ
ま
で
６
人
が
選
ば
れ
て
お
り
、
現

在
は
４
人
の
小
中
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。テ

コ
ン
ド
ー
や
カ
ヌ
ー
、
ボ
ク
シ
ン
グ

な
ど
10
種
類
以
上
の
種
目
を
体
験
し
、
全

国
的
に
活
躍
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
を

判
定
す
る
競
技
適
正
テ
ス
ト
や
、
栄
養
学
、

９
月
２
日
、
消
防
団
員
な
ど
関
係
者

約
40
人
が
参
加
し
、
消
防
本
部
で
消
防

団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
１
分
団
第
４
部
（
横

町
）、第
３
分
団
第
４
部（
中
島
・
行
沢
）

に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

各
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
消
防
ポ

ン
プ
は
、
古
く
な
っ
た
も
の
か
ら
順
次

最
新
装
備
の
も
の
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

市
長
か
ら
交
付
を
受
け
た
土
屋
典
雄
消

防
団
長
は
「
最
新
式
の
動
力
ポ
ン
プ
を

最
大
限
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ

と
り
が
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て
市
民

の
安
全
安
心
を
守
れ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。



▲この度交付された最新装備の小型動力ポンプ

短
期
・
中
期
的
な
目
標
設
定
と
解
決
策
を

探
る
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、
運
動
だ

け
で
な
く
知
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
み
込
ま

れ
、
県
内
の
小
中
学
生
約
150
人
が
目
標
に

向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
得
意
な
ス
ポ
ー
ツ
②
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ

で
挑
戦
し
た
中
で
自
分
が
強
く
な
れ
そ
う

だ
と
思
っ
た
競
技
③
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
内
容
④
参
加
し
て
の
感
想
⑤
あ
な
た

の
ド
リ
ー
ム
(目
標
な
ど
)は
？

★
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
４
人
へ
の
質
問
内
容
★

市
に
た
く
さ
ん
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
善
意
を
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略
・
順
不
同

透明パネル３台を寄贈していただきました。
飛沫感染防止のため、市議会議場の議長席、演
壇、質問席に１台ずつ設置しています。

城南技研工業(株)

豪雨災害の復旧に役立ててほしいと、市へ現
金106,366円を寄附していただきました。豪
雨による断水時には飲料水の支援もいただいて
おります。

(株)おーばん

感染症予防対策として、足踏み消毒台３台を
寄贈していただきました。消毒台は市役所、悠
美館に設置しています。

(有)永沢製作所

市内金属加工業５社から足踏み消毒台を１台
寄贈していただきました。消毒台は花笠の湯に
設置しています。

LED街路灯10灯と取付工事一式を寄贈して
いただきました。街路灯は、市が管理する街路
灯のLED化に活用させていただきます。

東北電力ネットワーク(株)
(株)ユアテック

有路精機、大山精機、(有)永沢製作所、
西塚製作所、古瀬製作所



こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
山

形
県
を
通
じ
て
尾
花
沢
市
に
７
月
の
豪

雨
災
害
義
援
金
が
配
分
さ
れ
、
市
に
直

接
い
た
だ
い
た
義
援
金
と
あ
わ
せ
て
、

今
回
床
上
、
床
下
浸
水
被
害
を
受
け
た

住
宅
４
軒
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

９
月
17
日
、
菅
根
市
長
が
被
害
に
あ

わ
れ
た
お
宅
を
訪
れ
て
義
援
金
を
手
渡

し
、
被
害
状
況
を
お
聞
き
し
な
が
ら
被

害
者
の
ご
苦
労
を
い
た
わ
り
ま
し
た
。

住
宅
に
被
害
を
受
け
た
市
民
へ

７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
贈
呈

今
年
度
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
10
人

の
方
々
へ
、
内
閣
総
理
大
臣
の
賀
詞
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。菅
埜
ト
ミ
さ
ん
(上

町
５
）
の
お
宅
で
は
、
訪
問
し
た
菅
根

市
長
か
ら
賀
詞
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

る
と
、
家
族
み
ん
な
で
喜
び
、
ト
ミ
さ

ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
ト
ミ
さ
ん
の

長
生
き
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
し
な
い

で
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
白
寿
を
迎
え
ら
れ
る

13
人
の
方
々
に
は
、
山
形
県
知
事
と
尾

花
沢
市
長
の
賀
詞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

百
歳
の
賀
詞
伝
達

玉
野
小
と
宮
沢
小
で
そ
れ
ぞ
れ
春
に

植
え
た
稲
が
収
穫
期
を
迎
え
、
稲
刈
り

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
野
小
で
は

み
ち
の
く
村
山
農
協
青
年
部
の
方
か
ら

鎌
の
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
稲

刈
り
に
挑
戦
。
泥
に
足
を
取
ら
れ
転
び

そ
う
に
な
り
つ
つ
も
黙
々
と
収
穫
を
進

め
ま
し
た
。
宮
沢
小
で
は
農
事
組
合
法

人
「
魁
」

さ
き
が
け

の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
地
元

で
誕
生
し
た
「
さ
わ
の
は
な
」
の
刈
り

取
り
を
体
験
。
手
作
業
の
大
変
さ
と
楽

し
さ
を
同
時
に
学
び
ま
し
た
。

腰
が
痛
い
、
け
ど
楽
し
い
！

玉
野
小
・
宮
沢
小
で
稲
刈
り
体
験

D
on’t
W
orry.B
e
happy♡

尾
花
沢
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

９
月
17
日
、
絵
本
「
え
ん
と
つ
町
の

プ
ペ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
プ
ペ
ル

バ
ス
」
が
お
も
だ
か
保
育
園
を
訪
れ
ま

し
た
。
バ
ス
の
外
装
に
は
絵
本
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
お

り
、
バ
ス
内
部
で
は
光
る
パ
ネ
ル
イ
ラ

ス
ト
41
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
絵
本
展
は
、
７
月
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
地
域
を
勇
気
づ
け
よ
う
と
企
画
さ

れ
、
照
明
を
落
と
し
た
車
内
に
入
っ
た

園
児
た
ち
は
、
光
に
浮
か
び
あ
が
る
絵

本
の
イ
ラ
ス
ト
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

｢プ
ペ
ル
バ
ス
｣が
や
っ
て
き
た

お
も
だ
か
保
育
園
光
る
絵
本
展

丹生の八幡神社で毎年旧暦８月15日(中秋の名
月)に豊作に感謝する行事として行っている「か
ぼちゃころがし」。今年は10月１日に行われまし
た。コロナ禍の中でも伝統を絶やしてはいけない
と、区長など関係者に限って少人数で開催。
神事の後、皆で境内から石段の下に向かって勢

い良くかぼちゃを転がし、健康長寿、無病息災、
地区民が安心して暮らせるようにと祈りました。

かぼちゃを転がして無病息災！
丹生地区の伝統行事｢かぼちゃころがし」
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９
月
12
日
、
尾
花
沢
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
運
動
会
。
今
年
は
、
児
童
自
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

を
考
え
、
競
技
の
や
り
方
に
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
り
、

応
援
合
戦
で
は
大
声
を
出
さ
ず
に
演
舞

で
競
っ
た
り
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
一
人
ひ
と
り

が
精
一
杯
競
技
し
、
仲
間
と
一
緒
に
盛

り
上
が
る
姿
は
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
D
on’t
W
orry.Be
happy♡

」
そ

の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

９
月
28
日
、
徳
良
湖
畔
に
あ
る
高
宮

農
場
の
そ
ば
畑
で
、
そ
ば
豊
作
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
植
え
ら
れ
て
い
る
種
子
は
、

宝
栄
牧
場
で
雑
種
交
配
さ
れ
な
い
よ
う

に
育
て
て
い
る
｢原
種
最
上
早
生
」。
尾

花
沢
そ
ば
研
究
会
｢ゆ
う
遊
三
味
会
｣で

は
、
こ
れ
を
市
内
で
栽
培
し
、
そ
ば
を

打
っ
て
｢オ
ー
ル
尾
花
沢
産
｣の
そ
ば
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
尾
花
沢
そ
ば
の
甘

み
、
香
り
が
楽
し
め
る
新
そ
ば
の
季
節

が
間
も
な
く
や
っ
て
来
ま
す
。

今
年
も
お
い
し
い
そ
ば
を
期
待
！

そ
ば
豊
作
祈
願
祭

(宮沢小学校) (玉野小学校)
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編集委員の皆さん

左から 齊藤亜美 菅野有晏 岸拓海
vol.47

北村山高校では、９月に学園祭を行いま
した。動画コンクールなどの企画の他、
コロナ収束を願った絵馬も製作しました。

北
村
山
高
校
で
は
、
９
月
18
日
に
学

園
祭
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

例
年
の
目
玉
で
あ
る
模
擬
店
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
私
た

ち
全
員
が
悲
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も

な
ん
と
か
学
園
祭
を
開
催
し
た
い
と
思

い
、
学
園
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
意
見

を
出
し
合
い
、
三
密
を
避
け
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
学
園
祭
を
み
ん
な

で
模
索
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
園
祭
を
開
催
し
た
い
と
い
う

私
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
頂
き
、

開
催
に
向
け
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
映
画

鑑
賞
、
動
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
男
装
女
装

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
企
画
を
行
い
ま
し

た
。
メ
イ
ン
企
画
で
あ
る
動
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
製
作
し
た
個
性
溢
れ
る
動
画

が
上
映
さ
れ
、
一
番
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

例
年
ど
お
り
の
学
園
祭
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
限
ら
れ
た
環
境
の
中
で

何
が
で
き
る
の
か
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

一
か
ら
創
り
上
げ
た
学
園
祭
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
は
、
私
た
ち

の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

コロナ収束への願いや夢を込めて 盛り上がった動画コンクール 吹奏楽部の演奏でスタート

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
福

原
地
区
毒
沢
出
身
の
阿
部
嘉

範
で
す
。
今
回
、
首
都
圏
尾

花
沢
会
で
活
動
し
て
い
る
工

藤
賢
司
さ
ん
の
紹
介
で
寄
稿

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

現
在
、
私
は
、
東
京
に
本

社
を
置
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会

社
の
営
業
と
し
て
日
本
の
製

造
業
の
お
客
様
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
弊
社
の
最
新
技
術
(人
工
知
能
Ａ
Ｉ
、高
速
計
算
技
術
）

を
お
客
様
の
事
業
活
動
に
提
案
し
、
お
客
様
と
共
に
安
心
・
安
全

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
人
工

知
能
を
使
っ
た
自
動
運
転
技
術
で
地
方
の
交
通
問
題
を
解
決
し
た

り
、
高
度
な
翻
訳
技
術
に
よ
り
、
海
外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
25
歳
で
結
婚
し
、
妻
、
娘
２
人
と

東
京
都
練
馬
区
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
家
族
は
、「
お
米
、
野
菜

が
美
味
し
い
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
優
し
い
」
と
毒

沢
に
帰
省
す
る
の
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
弊
社
は
働
き
方
を
見
直
し
て
お

り
、
最
新
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
で
の
勤
務
が
基

本
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
数
年
後
に
は
尾
花
沢
市
で

暮
ら
し
な
が
ら
、
首
都
圏
の
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
両
親
は
農
家
(稲
作
)を
続
け
て
い

ま
す
。
私
も
両
親
の
よ
う
に
努
力
を
続
け
、
尾
花
沢
市
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
に
立
つ
よ
う
な
最
新
技
術
を
活
用
し
た
事
例
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
練
馬
区
よ
り
尾
花
沢
市
の

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

首都圏尾花沢会
阿部 嘉範 さん
東京都練馬区(毒沢出身)

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
棟
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
G
oose
C
afe(グ
ー
ス
カ
フ
ェ
）」。
若
者
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
カ
フ
ェ
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
老
若
男
女
・
市
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
営
業

中
は
バ
タ
バ
タ
で
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
と

ゆ
っ
く
り
お
話
し
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
思
い

思
い
に
カ
フ
ェ
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、

こ
の
場
所
が
で
き
て
良
か
っ
た
な
ぁ
〜
と
感
じ
ま
す
。

最
近
は
肌
寒
い
日
が
増
え
、
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ダ
ー

も
ホ
ッ
ト
の
カ
フ
ェ
ラ
テ
や
ミ
ル
ク
テ
ィ
な
ど
体
が

温
ま
る
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。
季
節
の
ス
イ
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー
も
秋

・
冬
の
味
覚
を
取
り
入
れ
て
ご
用
意
す
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
の
目
の
前
に
広
が
る
徳
良

湖
で
す
が
、
最
近
点
検
の
た
め
に
水
が
抜
か
れ
、
み

る
み
る
湖
の
底
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

100
年
前
に
た
く
さ

ん
の
人
の
手
で
造

ら
れ
た
徳
良
湖
の

原
風
景
が
ち
ょ
っ

と
味
わ
え
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
眺
め

て
み
て
く
だ
さ
い

ね
！

秋
の
徳
良
湖
と

グ
ー
ス
カ
フ
ェ

久保田隊員▲寒い日はあったかいカフェラテ！



【固
定
資
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
】

地
方
税
法
及
び
市
税
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
納
税
義

務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
３
カ
月

以
内
に
現
所
有
届
を
市
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
相
続
人
代
表
者
指

定
届
出
書
と
兼
用
）。
ま
た
、
令
和
３

年
１
月
１
日
よ
り
正
当
な
理
由
が
な
く

申
告
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
が
科
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限

内
で
の
届
出
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
】

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１

月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
資
産
が
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
家
屋
の
存
否
確
認

の
た
め
、
取
り
壊
し
た
際
に
は
届
出

(家
屋
滅
失
届
)を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
し
な
い
と
、
取
り
壊
し
た
家

屋
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
築
・

増
築
を
行
っ
た
場
合
、
家
屋
の
評
価

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
126
、
127
】
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冬
季
は
積
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し

や
す
く
、
道
路
通
行
上
支
障
と
な
る
事

例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原

因
と
な
り
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
土
地
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
に
、
通
行
の

妨
げ
に
な
る
木
が
あ
る
場
合
は
、
降
雪

前
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
は
高
さ
3.5
ｍ
の
ド

ー
ザ
で
行
い
ま
す
の
で
、
樹
木
の
枝
が

道
路
上
空
に
出
て
い
る
場
合
は
枝
打
ち

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
／

・
冬
季
の
伐
採
は
危
険
で
す
。
降
雪
前

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
電
線
等
が
近
く
に
あ
る
場
合
は
、
安

全
の
た
め
東
北
電
力
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

東
北
電
力
フ
リ
ー
コ
ー
ル

☎
０
１
２
０
(175
)３
７
７

問
建
設
課
維
持
管
理
係

【内
線
282
、
283
】

寺
町
地
区
の
モ
ト
ク
ロ
ス
場
周
辺
及

び
鶴
子
地
区
の
大
谷
地
沼
周
辺
に
新
た

に
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
所
に
関

す
る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
の
縦
覧
が

行
わ
れ
ま
す
。
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方

は
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
環
境
整
備
課

■
電
子
閲
覧
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

http://www.mul-ei.co.jp/news/20201001_3.html

■
縦
覧
期
間
／

10
月
15
日
(木
)〜
11
月
16
日
(月
)

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
意
見
書
の
受
付
／
環
境
整
備
課
の
意

見
書
箱
に
投
函
す
る
か
、
郵
送
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
書
の
受
付
期
間
／

縦
覧
期
間
と
同
様
(郵
送
の
場
合
は
、

当
日
消
印
有
効
)

意
見
書
の
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｍ
Ｕ
Ｌ
エ
ナ
ジ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
株
式
会
社
事
業
開
発
部

〒
101－

0051
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神

保
町
一
丁
目
105
番
地

神
保
町
三
井

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

☎
０
３
(６
８
９
５
)９
２
７
２

・
環
境
整
備
課
生
活
環
境
係
【内
線
261
】

第
35
回
城
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

第
35
回
城
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

■
開
催
日
／
11
月
３
日
(火
・
祝
）

■
場
所
／
常
盤
地
区
内
及
び

常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
種
目
／

①
２
㎞
（
小
学
校
女
子
４
年
以
下
、小

学
校
女
子
５
・
６
年
)

②
３
㎞
（
小
学
校
男
子
４
年
以
下
、
小

学
校
男
子
５
・
６
年
）

※
雨
天
時
に
は
２
km
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■
参
加
料
／
無
料
(今
大
会
に
限
る
）

■
申
込
締
切
／
10
月
23
日
(金
）

※
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
、
参
加
者
を
市

内
在
住
の
小
学
生
に
限
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
尾
花
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢第
35
回
城
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加

者
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
常
盤
地
区
公
民
館
☎
(28
)２
１
２
２

山
形
尾
花
沢
風
力
発
電
事
業
(仮

山
形
尾
花
沢
風
力
発
電
事
業
(仮

称
)計
画
段
階
環
境
配
慮
書
｣の

称
)計
画
段
階
環
境
配
慮
書
｣の

縦
覧
の
お
知
ら
せ

縦
覧
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
各
種
届
出
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
各
種
届
出
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真

付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
な
る
ほ

か
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
使
用
し
た
確
定
申

告
で
利
用
で
き
、
今
後
は
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
来
年
３
月
ま
で
消
費
活

性
化
対
策
と
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か

ら
交
付
ま
で
約
１
〜
２
カ
月
か
か
り
ま

す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
民
税
務
課
市
民
年
金
係

【内
線
131
〜
135
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど

で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
10
年
を
目
安
に
本
体
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
ボ
タ
ン
を
押
し
た

り
、
ひ
も
を
引
い
た
り
し
て
動
作
確
認

し
、
音
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

問
尾
花
沢
市
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

沿
道
地
権
者
の
皆
様
へ

沿
道
地
権
者
の
皆
様
へ

樹
木
伐
採
及
び
枝
打
ち
の
お
願
い

樹
木
伐
採
及
び
枝
打
ち
の
お
願
い

〇
さ
く
ら
保
育
園
へ

●
ス
イ
カ

３
個
(菅
野
貴
広
氏
）

●
光
る
パ
ン
ダ
ボ
ト
ル

200
個

●
ス
イ
カ

１
個
(土
田
順
一
氏
）

道
の
駅
尾
花
沢
で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
元
気
を
出
そ
う
、
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
尾
花
沢
牛
串

焼
き
、
も
つ
焼
き
、
か
ら
あ
げ
、
芋
煮

な
ど
を
販
売
す
る
ほ
か
、
秋
野
菜
や
果

物
を
た
く
さ
ん
揃
え
た
「
秋
の
収
穫
感

謝
フ
ェ
ア
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
24
日
(土
)、
10
月
25
日

(日
)午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
／
道
の
駅
尾
花
沢
特
設
会
場

（
秋
の
収
穫
感
謝
フ
ェ
ア
は
10
月
24
日

(土
)〜
11
月
３
日
(火
)ま
で
）

問
道
の
駅
尾
花
沢

☎
(24
)３
５
３
５

■
日
時
／
10
月
25
日
(日
）

昼
12
時
〜
午
後
２
時

※
午
前
11
時
30
分
〜
昼
12
時
ま
で
清
流

と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村
設
立
10
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
／
予
約
制
で
、
細
野
そ
ば
、
き

の
こ
料
理
、
イ
ワ
ナ
、
酒
、
ジ
ュ
ー

ス
を
提
供
し
ま
す
。
予
約
な
し
で
も

新
そ
ば
を
500
円
で
提
供
。「
か
あ
ち

ゃ
ん
広
場
」
産
直
販
売
も
開
催
。

■
会
場
／
細
野
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
｢蔵
｣

(尾
花
沢
市
細
野
552
）

■
参
加
費
／
２
千
500
円
(先
着
30
人
）

■
予
約
方
法
／
常
盤
地
区
公
民
館
☎

(28
)２
１
２
２
ま
た
は
左
記
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
。

問
清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

☎
０
８
０
(１
８
１
７
)０
６
２
０

味
覚
の
秋
！

味
覚
の
秋
！

道
の
駅
尾
花
沢
で
ね
ま
ら
っ
し
ゃ
い

道
の
駅
尾
花
沢
で
ね
ま
ら
っ
し
ゃ
い

結
婚
の
相
談
、
親
御
さ
ん
の
相
談
、

な
ん
で
も
応
じ
ま
す
。
事
務
局
に
ご
予

約
の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
10
月
25
日
(日
）

午
前
10
時
〜
昼
12
時

■
会
場
／
玉
野
地
区
公
民
館

問
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
)【内
線
460
】

M
ail:lalanet@
city.obanazaw
a.

yam
agata.jp

玉
野
地
区
個
別
結
婚
相
談
会
開
催

玉
野
地
区
個
別
結
婚
相
談
会
開
催

橋
梁
の
点
検
を
左
記
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。
当
日
は
特
殊
車
両
に
よ
る
点

検
作
業
を
行
う
た
め
、
左
記
の
時
間
は
、

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
行
沢
橋
(行
沢
地
内
）

◎
点
検
日
時

10
月
26
日
(月
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

②
河
原
宿
橋
(牛
房
野
地
内
）

◎
点
検
日
時

10
月
27
日
(火
）

午
前
９
時
〜
昼
12
時

③
十
二
堂
橋
(牛
房
野
地
内
）

◎
点
検
日
時

10
月
28
日
(水
）

午
前
９
時
〜
昼
12
時

※
点
検
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
通
行
止

め
の
時
間
が
多
少
前
後
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

問
建
設
課
工
務
係
【内
線
284
、
285
】

車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

新
そ
ば
秋
の
味
覚
ま
つ
り

新
そ
ば
秋
の
味
覚
ま
つ
り

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に

本
体
交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

本
体
交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

市
内
保
育
施
設
の
給
食
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
に
、
輪
番
で
放
射
性
ヨ

ウ
素
・
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
177
】

園

名
測
定
結
果
給
食
提
供
日

玉

野

不
検
出
９
月
７
日
〜
11
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？


